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多摩節、稲城市を管轄する多摩中央警察霧管内での特殊詐欺による被書は、

2⑬馬7年は31件。5,127万円、2018年は57件轟億3,345万円、2019年は39
苺“7β遊0万円。キャッシユカード詐欺の被書が最も多く、オレオレ詐欺、預貯金

詐歎の披書も多発しています。被書にあわれているほとどんが60代～80代の高

魏音。家の電話は留守番電話機能などを活用して機書を未熱に防ざましよう
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親族を装うなどじ

`電
話をか:去 会社における横領

金等の澪壕金等の様々な名目で現金が至急必要で

|あるかσ)よ うに優じ込ませ、動転した被書青!=指定

した源貯金口座に現金を振り込ませるなどの許欺

― 一 一 彊 踵 轟 肝 ― 一 ¬

市区町村o磁員などを戦い、露療壼参鸞付等に |

必要な手続きを装メ 凛奎自動換払機 (ATM〕 |

を操作させて自饉鍾送金により薇り込ませる手口 ]

による

一
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爾赳炒

1親撫1鶴購、金員蟻鷺瑠醸、営公,講 t員な表 履 |

!女「変露手続|きには降ケ,0璃誕1番号」が壺要」な |

l どと、キャッシュ分・―ド壌

`豊

i手颯薩‐きな畿:い、キャッシュ!

牲螢生聖 l聖望萱里lJ
汁申膨級鍼目隠懃¬
;警察書や銀行協会、大手百貨店等の職員を !

1議つて検議 に鷲語をかけ、「キャッシユカード i

lが不正に利澪されている蒔 の名彗により、|

1キャッシュカードを準備させたうだよ醸を塁薔 |

曖 型 堅 墜 型 霊 整 鸞 2J

対策

多摩積城鴫うE協会でiよ

年に一度「防犯のつど
い:を開催するほか、

勺月衛頭でのチラシミ!:

・ .行 つています

警察官を名乗る男から鴨 欺の犯人が使つ

ていた名簿にあなたの名前か載つていた」な
どという特殊詐数の予兆電話

アボ電薩盗

家に現金がいくらあるかをあらゆる手段で
確認した後、強盗に押し入る

11讐織から家族と禽奮驚を決めておく

1:‐ 餐守番電話機能などを活用し、難し懸ヽ電餞:=出なも`

,・ 電話:こ出ても、その爆でか:すなおきず置しし罐 議番号
を調べる

●多摩中央警察と多摩市が協力じと 繭難饉灘鐘奮機の
農し出しを行つているので稿燿する

新型コ餞ナウイルス総付金諄鰹

消費者ホッヽトライン

0120凛213機188

株式会社 機設備
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多摩中央遊技場組合
新型藪朦ナウイルスの感染拡大綺止対策を機慮賦

安‐金に安心洋てご透戯できますように、各ホールが

万金の態勢|でお特うしております.ぜひむ来店くだれ ヽ
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観魃蝙饒どうこ

環境。エネルギー。福祉に取組んで50年

地線のみなさまに・1 -‐ -8運 ぶ
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洟毬 JA東京みなみ にひ多摩鑢絋鰊範鶴会

東京都多摩市唐木日


